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金沢工業大学環境システム工学科
敷田麻実

NPO活動の課題

組織や資源が十分ではない

市場で資金を調達できない

外部の影響を受けやすい

ノウハウが蓄積しない

場当たり的

参加者の努力しだい

よくあるNPO活動・.. 

活動を広報する

ネットワーキングする(組織化)

地域で勉強会を隣〈

専門家による講演、指導 ~卦
イベントを開く ，.，..竺，市
報告書を作る ゆ 7
会報を作る h 

・人が活動に関心を持ってくれる d公む証話
評判になる -_. 

なぜか?

-活動の多様性が高く、戦略を設

計する一般モデルがない

・デザインプロセスのモデルがな

.さまざまな知識やアイテ、イアを必

要とする

la 活動をむすびつける



|NPO活動のOP郎サーキットモデルl

!jJ Evaluation ←外部で |内部で→ 1f1 Netw叫 ing-ネットワーヲが形成され、
知績が共有される

↑形成

↓発信

!‘、

連続する

サーキット

; I開放的な閉鎖性(Oxymo州

「庖jは多いほどよい(多様性)

開庖のリスクを下げる(自由)

よそ者の存在を生かす

lレーんと役割(ロール)

~ 

サーキットモデルの基本構成

「庖を聞くJ 内$1:量
4ユ

fネットワーク形成j

「成果の発信J

肉 部で(ネット7-1を)I 
4二L

「イメージ形成
主宜上ーツー
4ユ

(評価)J 

4つのプロセス

と

外部で発伺
よム

外部で (評価 |
よ二」

「学習Jコア
学習 ( ルールと

サーキットモデルの利点

• NPO活動全体のデザインが可能

・外部からの資金・知識・人を活用す
るNPO活動に最適

ーいわば「よそ者Jとの協働

• NPO活動の知のストック(知識)の充
実がめざせる

=ソーシヤルキャピタルの充実

活動の評価

-利益という基準が使えない

.アウトプットで評価する問題

c:;a. 

・プロセスの充実度を評価したい

.複雑すぎる評価方法

記..yt> 
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残高試算表の仕組み・.

資産
25∞ 

11高誤算表(刷albaJan田• TI日)
ある期目白ストッヲに、その期日からのフローを加えたもの

会計では 期首の貸借対章表+フロー=残高鼠算表

す ー.. .‘. . .レによる四
副 術調・I"~口元元~ー|革! "・・|屯I瓦個

J極極ιωιJ
岨問楠岡田 ，...ト...・

:震 i巨

!長雲

f警:1・・・
昨」・

知識創造試算表
サーキットそデルによ

まとめ

-サーキットモデルモデルの提案

ーデザインプロセス

.開放的な閉鎖性(Oxymoron)

.知識創造試算表の提案

一知識を生み出すNPO活動

lNPO活動のOP聞サーキットモデル 1

s:JE叫刷叩

↑形成

↓発信
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